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§1 変えがき


















動は,effectivema占Sが,二･Ps7ta2(psは ,超流動寧度 ,aは渦糸の ･
CoreradliuS) で考えられ,-また Magnusカが働 くことを考慮､し.て,
82f
ps7ta2E--psK･q +8-∂Ⅹ2








これか ら,亡±-1 士 i頼 ミ{ki- eikx-如 で変化するとして
-a12ps方a2- 土QJPs H ⊥ Ek k2 } (2)
2)




(Ko,Klは,変形された Bessel関数)J=一致するように ek に k d･ep-
end.enceを持たせるO
PSK 1,.Ko(ka)
6k ニ ～ ｢'†2花･ 近a
r//
(4)式は, (1)式右辺嶺二項を,




･とい うnon-1ocal･ T3:力で置き換えた ことを意味する｡また,汰- 0で
aJk-0になる振動モ⊥ドだけに着目すると (､あと一つのJE･- ドは 10,?Kap?
ord.erで非常にエネルギーが高い)Go玉)alの場合同様 ,'I+ と r _は,渦に





他に Magnus力が働 くと考えられる｡したがって!運動方程式は, イオンの






Mは イオンの eflectiv弓maSS,琴時 Donnellyの蓑式










(】(Ⅹ) - t e云(kx-GDt) Ⅹ> o
C(Ⅹ) - =ei(kx-QJt)+re-i(kx+wt) Ⅹ< o (9)
と表わ してお くo
x-Oで変位が連続的に繋がるとい うことよ り,
工 + ∫ = 七
Z ∝ e"wtであることを用いて, (6) (7)式よ り, Zを消去する.
















(.o) (.2)の- ,一任 I2日 を12主 .を満 足 し, 反 射 係数




(東宝 )等.(伽2+T .a )2
(W2･等 - 02)2+(裁 )2(W2･等 W)2
(15)
(15)で与えられた ROを Dou_glassの捨象 と比較する｡そのために,常
にイオンが渦糸の*Jbに固定されているための条件 とした K-∞ とおけば
PsKA M
(2k転 W + 2kSk
RO-
となるO この結果は,k- 0では RO一十 (kA)2k-甲 では R0--1,R= 0
から･R- 11に変化するのは kA- 1で起るとい うように傾向はほ とんど一致
している｡
¢ 0
次に, (15)において,I)o肇 lass 同様,a千1A A-20A M に
つ いては ,hyd.rod-ynamicalmassだけで近似 し,数値計算 した綾巣を
Fig･十に示 してお く.我々の場合の特徴はKを有限にとっているので,一度






次に反射係数Rの イオン速度への d.epend_enceを考 える｡イオンの速度








((､vt+o) - ((vt-o) より
t e =工 e
× < Ⅴも
i(汰+Ⅴ-W+)ち _ T i(kv-wt) . -i(k-Ⅴ+aL)ち
(15)が ,任意の 七について成立するたB,には,







これか ら,汰+- k･ 近--についても Ⅴの一次までとって k一三 k- 2k･Ⅴ/

















る , mobility FEは ,
〟一l-悉 J･.∞ nk RO k頼
a)k
mk - (e T - 1)
(18)
で与えられる｡
R の Ⅴ-d･epend_enceを考えた我々の場合は,(18)の表式で ,且oを
RO+Rl


















p-.- - 翫 ∞憲 ROk2dk (20)
は上記の結果と一致す る O
e
(20)式の数値計算の結果を Fig.2に示 してお くOここで,a- 1A,




最後に ,harmonicforceすなわち Kについて考える｡ Donnellyの
計算には,ljaek flowが考慮されていない ｡ したがって彼の計算は,渦糸 ､
の中心では正 しいが,中心から十分鹿れた所では正 しくなし､｡back flowの
効果を考慮するとそ こでのポテンシャJVの深さは半分になるoこのことに注意
し,ポテンツヤJVをなめらかにつなげば,Kの値が, (7)読 (この値を KD
としてお く)より大きくなることが予想されるO我々は,a- Kr,,K- 1･5
KD , K= 2･KD の三つの場合に計算を行なったO
§-4 結 諭
-Fig･2:に示 した ように Dougla88の実験及び理論曲線は,号～ .･5 く
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らい富で しかない.イオンの絡糸に trapされている平均時間がこれよ り低
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我 は々,数値計算をを-2･2空で行ったが,実験 との比較 とい う意卵 は,
もつと低い温度で行なわれるべきであろ う｡
References
1) A.L.Douglass;Phys.Rev.uA,(1968)255
2) E.S.R.Gopal,Ann.Ph.vs.(N.Y.)之旦i(19d4)550
/
5) P.E.Parksand I).J.Donnelly,Phys'.Rev.Letters,.3i
(1･9砧)45
Letters,仙呈ヱ (1969)20
ti
-526-
